
- 1 -

【様式】
令和４年度 学校マネジメントシート（年度末）

学校名（ 三重県立伊勢まなび高等学校 ）

１ 目指す姿

⑴ 目指す学校像 ○生徒が安心して楽しく学べる学校
○生徒が学びたい内容を自分のペースに合わせて学べる学校
○生徒が社会に出て自立できる力を身につけられる学校

⑵ 育みたい ○生き生きと楽しく学校生活を送ることができている生徒
生徒像 ○自ら将来や進路を考え、社会に出て自立できる力や社会生活の基盤となる確か

な学力を身につけている生徒

ありたい ○基礎学力の定着のため、授業規律を大切にし、学習意欲を引き出す授業の工夫
教職員像 ・改善に努めている教職員

○通級による指導に必要な知識・スキルを身につけ、生徒一人ひとりの特性や実
態に応じた適切な指導・支援を行うことができる教職員

○キャリア教育の重要性を理解し、生徒が学ぶことと将来とのつながりを見通し、
社会的・職業的に自立する力を身につけることができるよう、適切な指導・支
援を行うことができる教職員

○信頼される学校・教職員であるため、教育に携わる者としての自覚と規範意識
を持ち、生徒への深い愛情に基づく教育を実践するとともに、同僚と協働する
ことができる教職員

２ 現状認識

⑴ 学校の価値を 〈生徒〉適切な友人関係の構築、自分の居場所の確保、わかりやすい授業、資格
提供する相手と 取得、卒業及び希望進路の実現
そこからの要求 〈保護者〉生活規律の確立、学校生活の充実、希望進路の実現、家庭との密接な
・期待 連携

〈中学校〉不登校等の多様な課題を持つ生徒の受け入れ
〈地域〉生徒の規範意識の向上、生涯教育の場の提供
〈就労・進学先〉挨拶等の社会性の育成、コミュニケーション能力の向上、基礎
学力の定着、資格取得

⑵ 連携する相手 連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待
と連携するうえ
での要望・期待 〈保護者、中学校、地域、就労・進学先〉 〈保護者〉生活規律の確立、日常生活

同上 に関する情報提供
〈スクールカウンセラー（ＳＣ）・特別 〈中学校〉学校生活に関する情報提供、
支援教育関係者・行政等生徒支援関係 生徒に対する連携したかかわり
者〉生徒の居場所の確保、生徒一人ひ 〈ＳＣ・特別支援教育関係者・行政等
とりの特質を踏まえた対応 生徒支援関係者〉専門分野における

生徒への直接的な、教職員への間接
的な支援

〈地域〉外部教育力としての専門的な
知識・技能の提供、生徒の見守り

⑶ 前年度の学校 ○ティーム・ティーチング（ＴＴ）について、教員数に係る負担をやりくりし、
関係者評価等 生徒に寄り添った授業を展開してもらいたい。

○ＩＣＴの活用について、特別な支援が必要な生徒への有効な支援の観点からも、
オンライン授業や不登校生徒への配信授業の実践等により、積極的に推進して
もらいたい。

○通級による指導（通級）、キャリア教育、教育相談等について、「将来の進路」
に不安を持つ生徒の割合が低くないことからも、生徒の社会的自立に向け、個
々の課題の解決、基礎学力の向上やコミュニケーション能力の育成、生活習慣
の定着等により、生徒を引き続き支援してもらいたい。
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○学校行事について、生徒会役員とも話し合い、参加率をさらに向上してもらい
たい。また、成功体験ができる活動を多く取り入れ、生徒の自信や自己有用感
を高めてもらいたい。

○授業のユニバーサルデザイン（ＵＤ）化について、ＩＣＴの活用、教材の工夫
や指導技術の向上、授業内容の公開等により、生徒の実態に配慮した、生徒が
興味・関心や意欲を持ち、充実した学びを実感できる授業づくりに取り組んで
もらいたい。

○働きやすい職場環境づくりについて、職場の良好な人間関係の構築として、ハ
ラスメントの防止にも注力してもらいたい。

⑷ 現状と 教育 ○ＩＣＴの活用を核に、授業規律の確保・徹底も含め、「わかりやすい」授業の
課題 活動 構築（授業改善）を推進し、生徒の学習意欲をさらに引き出す授業づくりに取

り組む必要がある。また、新学習指導要領の本格実施に対応するため、「総合
的な探究の時間」「学びの基礎診断」についての研究等、より適切な教育課程
の構築に取り組む必要がある。

○特別な支援・配慮を必要とする多様な生徒、特に、コミュニケーション能力や
社会的自立に必要な基本的スキルに課題のある生徒が数多く入学していること
から、個の課題をふまえたきめ細かな対応の充実に取り組む必要がある。また、
通級について、生徒の課題の改善に繋がるよう、環境整備や教職員のスキルア
ップ等、円滑で効果的な指導の確立に取り組む必要がある。

学校 ○信頼される学校・教職員であるため、教職員一人ひとりのコンプライアンス意
運営 識の醸成を推進するとともに、風通しのよい活力ある組織づくりに取り組む必
等 要がある。

○体罰やわいせつ行為、ハラスメント等の不祥事の根絶及び未然防止のため、教
職員一人ひとりが体罰等によらない指導をはじめとする職務全般の適切なあり
方を認識するとともに、組織的な取組を構築する必要がある。

○生徒数の減少に対応するため、普通科（午前・午後の部）の特色化やものづく
り工学科（夜間部）の魅力化等の活力ある学校づくりを推進する必要がある。

３ 中長期的な重点目標

教 ○生徒の主体的・対話的で深い学びを引き出すため、「わかりやすい授業」の構築（授業改善）
育 を推進する。特にＩＣＴの活用により、生徒が主体的に取り組める授業の構築を目指すとと
活 もに、基礎学力のさらなる定着を図る。
動 ○生徒の多様な実態をふまえた、特別支援教育やキャリア教育等の効果的な生徒支援を推進す

る。特に生徒に関する情報の共有化と分掌間の連携を密に行いながら、あらゆる機会をとら
え、社会的自立に必要なコミュニケーション能力や自己肯定感等の基盤となる素養の育成を
図る。

学 ○生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るため、また、特別支援教育のさらなる充実を
校 図るため、授業改善やＩＣＴの活用、新学習指導要領への適切な対応、通級のあり方の研究
運 等により、教職員の資質向上を推進する。
営 ○会議時間の短縮や変形労働時間制の活用等により、総勤務時間を縮減し、働きやすい環境の
等 整備を推進する。

○信頼される学校・教職員であるため、教職員一人ひとりが生徒に対する深い愛情と教育に対
する使命感・責任感を持ち、生徒と向き合いながら日々の教育活動を行うことができるよう、
コンプライアンス意識を醸成するとともに、風通しの良い活力ある組織づくりを推進する。

４ 本年度の行動計画と評価
【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組

（１）教育活動

項目 取組内容・指標 結果 備考

基礎学力の ○授業規律を徹底・確保を推進し、学習態度 【成果指標について】 ※
定着（学習 の形成を図る。 ○授業に関するアンケートで
指導の充実） ○「わかりやすい」授業の構築（授業改善）、 は、「興味・関心」が78.8（前 ◎

また、オンライン授業等のＩＣＴの活用を 年度比-10）％、「内容理解」
推進し、学習意欲の向上を図る。 が85.9（同-5.7）％、「満足
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【活動指標】 度」が86.3（同-4.4）％であ
○学校生活（授業評価）に関する生徒アンケ った。
ートの実施が年１回以上 【その他について】

○ＩＣＴを活用した授業の実践が教職員１人 ○特にＴＴや通級等により、個
当たり学期１回以上 に応じたきめ細かな支援がで

【成果指標】 きた。
○「授業に対する興味・関心」「内容理解」 ○遅刻や怠け学等、授業規律の
「満足度」の高い割合が90％以上 深刻な乱れが一部の生徒に見

られる。
○ＩＣＴの活用については、特
に教務部担当者やＧＩＧＡス
クールサポーターによる研修
を複数回、実施した。ただし、
教員や教科の取組にはまだ偏
りがある。

個に応じた ○通級をはじめとする特別支援教育を推進 【成果指標について】 ◎
生徒支援 し、コミュニケーション能力や社会的自立 ○声かけ週間では、約70％の生

に必要な基本的スキルの向上を図る。 徒が自ら、また、教員からの
○生徒指導、命を大切にする教育やいじめを 声かけを含めると教員からの ※
許さない教育、人権教育、生徒会行事等を 声かけを約83％の生徒が挨拶
推進し、生命尊重の精神や自己肯定感の育 できた。
成、人間関係の構築（仲間づくり）を図る。 ○３年ぶりに実施の修学旅行で

○教育相談や保健指導、図書館教育等を推進 は、生徒が人間関係や連携意
し、心身の豊かな成長を図る。 識をさらに高めた。また、他

【活動指標】 の行事等でも、生徒が絆を深
○面談週間や声かけ週間等の生徒支援を重点 めたり、自己肯定感を高めた
的に行う機会の設定が年６回以上 りした。さらに、特に校外活

【成果指標】 動として、伊勢市議会「伊勢
○自ら挨拶できる生徒の割合が70％以上 市高校生議会」に生徒３名が、
○各行事への参加率及び満足度が高い生徒の 三重県教育委員会「学校防災
割合が90％以上 ボランティア事業」に生徒２

名が参加し、主権者意識やボ
ランティア精神等を培った。

○行事等への生徒の満足度等に
ついては、次のとおりである。

＊人権を考える集い、人と人と
のきずなをつくる集いでは、
「理解度」「満足度」ともに
90％以上（前年度と同様）で
あった。

＊体育祭では、参加率が65（前
年度比-21）％、満足度が88
（同-７）％、文化祭では、
参加率が78（同-６）％、満
足度が86（同-10）％であっ
た。

＊読書週間に関するアンケート
（６・10月）では、充足回答
が85（前年度比+１）％と86
（同-４）％であった。

【その他について】
○通級やＴＴ等により、個に応
じたきめ細かな支援ができ
た。

○通級では、特に企業等の外部
教育力を活用し、企業の実際
の業務内容を体験するなどの
取組を実施した。
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キャリア教育 ○進路指導を中心とする教育活動全体による 【成果指標について】
の充実 キャリア教育を推進し、自らの進路や生き ○ アルバイト等の就労率は、

方を主体的に考える力の育成を図る。 48.8（前年度比+14.7）％で
○早期からの就労・就職支援、また、ものづ あった。 ※
くり工学科の専門性を生かした職業教育を 【その他について】
推進し、生徒一人ひとりの適性に応じた進 ○卒業予定生徒に対しては、進
路実現を図る。 路指導部を中心とする学年・

【活動指標】 分掌、特に特別支援教育担当
○進路だよりの発行及び進路講話の開催が年 との協働により、また、保護
３回以上 者とも連携しながら、個に応

○アルバイトやインターンシップ等の就労経 じたきめ細かな支援ができ
験の奨励・創出が随時 た。

【成果指標】 ○ものづくり工学科では、授業
○就労経験がある生徒の割合が前年度以上 での安全確保、挨拶や片付け

・掃除の習慣化等を指導して
きた。

改善課題

○授業規律の乱れが体育祭と文化祭の参加率及び満足度の低下の要因として考えられることからも、
授業規律の徹底・確保の推進は喫緊の課題である。

○授業改善と特別支援教育の推進の観点から、授業のＵＤ化と教員・教科でのＩＣＴの平準化した活
用は不可欠である。

○通級等の特別支援教育では、今年度の成果と課題をふまえ、また、働きやすい職場環境づくりの観
点からも、外部教育力の活用をさらに進める必要がある。

（２）学校運営等

項目 取組内容・指標 結果 備考

資質向上の ○授業改善（「わかりやすい」授業の構築）、 【成果指標について】 ※◎
取組 また、オンライン授業等のＩＣＴの活用に ○「ＩＣＴ利用に関するアンケ

係る自己研鑽に努め、基礎学力の定着を図 ート」の結果では、ＩＣＴを
る。 活用した授業を実施した教員

○通級をはじめとする特別支援教育、また、 が79（前年度と同）％であっ ※◎
その他の教育等に係る自己研鑽に努め、個 た。ただし、ＩＣＴの活用に
に応じた生徒支援を図る。 ついては、教員や教科の取組

【活動指標】 にはまだ偏りがある。
○通級関係者会議や現職教育等の校内研修機 ○各種教育に係る資質の向上と
会の設定が年10回以上、また、校内外の研 して、授業のＵＤ化、特別支
修機会への参加が教職員１人当たり年１回 援教育や人権教育、ＩＣＴの
以上 活用等に係る校内研修（現職

○ＩＣＴを活用した授業の実践が教職員１人 教育）を複数回、実施した。
当たり学期１回以上 また、特に通級や教育相談に

【成果指標】 係る校外（全国レベル）研修
○授業改善や各種教育に係る資質が向上した に教職員２名がそれぞれ参加
と考える教職員の割合が前年度以上 した。

信頼される ○教職員一人ひとりが不祥事を自分事として 【成果指標について】 ※◎
学校・教職員 とらえ、その根絶に率先して取り組み、公 ○ストレスチェック集団分析結
であるための 教育への信頼の回復・向上を図る。 果の「健康リスク」では、全
行動 ○教職員一人ひとりが生き生きと活躍できる 組織平均と比べ、尺度「仕事

（チームワークの向上と意欲の増進が可能 の量的負担・コントロール
な）職場環境を整備するとともに、保護者 度」が小さく（-13㌽）、尺
・地域住民・関係諸機関等と連携し、信頼 度「職場のサポート」が大き
される組織の構築（学校づくり）を図る。 く（+10㌽）、尺度「総合」

【活動指標】 が小さい（-４㌽）。
○学校信頼向上委員会の開催が年３回以上、 【その他について】
また、コンプライアンス意識の醸成を図る ○不祥事の根絶に向け、コンプ
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機会の設定が年６回（各学期２回）以上 ライアンスミーティングの定
○教職員満足度アンケートの実施が年１回以 期的な開催や教職員アンケー
上、また、管理職との対話が教職員１人当 トの実施等に取り組んだ。
たり年３回以上 ○入学希望者の増加に向けた取

○保護者や中学校等との情報共有が随時、ま 組として、授業規律の徹底・
た、特長ある取組についての中学校や報道 確保の観点からも、教頭が中
機関等への情報提供が適時 学校を訪問し、特長ある取組

【成果指標】 等についての情報共有を行っ
○ストレスチェック集団分析結果の当該部署 た。
の「ストレスチェック平均点数」「健康リ
スク」が前年度以上

働きやすい ○業務の見直しや削減等の勤務管理を推進 【成果指標について】 ※
職場環境 し、総勤務時間の縮減を図る。 ○１人当たりの月平均時間外労
づくり 【活動指標】 働が2.5（昨年度比-0.2）時

○設定した日の定時に退校できた教職員の割 間、１人当たりの年間休暇取
合が95％以上 得日数が24.6（同+3.3）日で

○予定通り（週１回以上の）休養日を実施で あった。
きた部活動の割合が100％ 【その他について】

○放課後等に開催して60分以内に終了した会 ○勤務時間の適切な割振りや休
議の割合が100％ 暇の取得等を推進した。ただ

【成果指標】 し、活動指標のうち、設定し
○年360時間を超える時間外労働者数が０人 た日の定時に退校できた教職
○月45時間を超える時間外労働者の延べ人数 員の割合が96（昨年度比-１）
が０人 ％、放課後等に開催して60分

○１人当たりの月平均時間外労働が3.5時間 以内に終了した会議の割合が
以下 98（同-２）％であった。

○１人当たりの年間休暇取得日数が15日以上

改善課題

○授業改善と特別支援教育の推進の観点のみならず、資質向上の取組としても、授業のＵＤ化とＩＣ
Ｔの活用に係る自己研鑽が重要である。

○信頼される学校・教職員であるための行動及び働きやすい職場環境づくりについては、現状に甘ん
じず、これまでの成果をふまえたさらなる取組が必要である。

○働きやすい職場環境づくりの観点からも、授業規律の徹底・確保の推進と特別支援教育での外部教
育力の活用が不可欠である。

５ 学校関係者評価

明らかになった ○ＴＴによる指導を、教員の負担が大きくなるが、生徒一人ひとりに対する支援の
改善課題と次へ 姿勢がよく現れていることからも、何とか工夫し、継続してもらいたい。
の取組方向 ○タブレット端末を活用したＩＣＴ教育に、わかりやすい授業の実践としても、積

極的に取り組んでもらいたい。また、ＩＣＴ機器を使いこなす力を、講師も含め
た全教員に身に付けてもらいたい。

○授業に関するアンケートで「興味・関心」「内容理解」「満足度」が前年度比マ
イナスになっている理由を十分に検証し、特に、授業規律の徹底・確保等、課題
の改善に、授業内容の充実や教育委員会等の関係機関との連携を含め、これまで
以上に取り組んでもらいたい。また、自己肯定感の醸成や仲間づくり等の観点か
らも、体育祭や文化祭等、学校行事の充実に努めてもらいたい。

○通級等の特別支援教育による、生徒の特性に応じた丁寧できめ細かな指導・支援
に、企業等の外部教育力の活用や保護者等の関係者との連携を図りながら、引き
続き取り組んでもらいたい。また、特に、就労支援が必要な生徒に対しては、卒
業後の自立を目指し、コミュニケーション能力や基礎的な学力の向上、社会的ス
キルの習得や就労への意識付け等、早期からのキャリア教育の充実にも取り組ん
でもらいたい。

○学校は、生徒に学びを与える場である。また、生徒が部活動や生徒会活動等、自
由で自主的な活動を行える場でもある。だからこそ、生徒自身が成長した実感を
得られる、明るい雰囲気の学校にしてもらたい。
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６ 次年度に向けた改善策

教育活動につい ○安全・安心な学校づくりとして、授業規律の徹底・確保に取り組むとともに、い
ての改善策 じめや差別を決して許さないよう、生徒指導と人権教育のさらなる充実を図る。

○わかりやすい授業の構築（授業改善）として、ＩＣＴの活用と授業のユニバーサ
ルデザイン化を推進する。

○個に応じた生徒支援の充実として、特別支援教育やキャリア教育等、各種教育の
さらなる充実を図るとともに、学校行事等、生徒の自主的な活動の活性化を推進
する。

学校運営につい ○教育活動についての改善策もふまえ、資質向上の取組として、全教職員が授業改
ての改善策 善や特別支援教育等に係る自己研鑽に努める。

○働きやすい職場環境づくりとして、現状に甘んじることなく、総勤務時間の縮減
を図る。


